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【��特　集��】

機械加工における品質工学
各品質工学は田口玄一博士が提唱した技術体系であり，その適用範囲は広く，品質工学は多くの分野において 
最適化・効率化などのために幅広く利用されている．生産加工分野においても，製品開発・設計，技術開発や，切削，
研削をはじめとする各種加工条件の最適化などにおいて活用されている．そこで本特集では，品質工学の基礎から，
主に生産加工分野における具体的な活用事例までを取り上げて紹介する．
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